２０１３．１０．２
Ｎo.９０８号

10月1日、県労連は再任用制度等に
ついて大綱妥結

無年金期間の再任用制度は、当面の措置として現行制度を活用

早期退職制度は、労使交渉ルールを再確認のうえ引続き協議、当面、現行の勧奨制度を継続

来年の退職者から無年金期間が生じることに対応した新再任用制度の制度設計については、本年1月の退職手当交渉時に、「今年秋の平成26年度再任用職員募集開始に間に合うように」と確認しました。
8月30日から新再任用制度等について県労連幹事団交渉を開始、その後も交渉を重ねてきましたが、10月1日の最終交渉で大綱妥結しました。

しかし、賃金水準や働き方の問題など、再任用の課題はたくさんあり、今回の交渉では、引き続き協議することを確認したうえで、当面の措置として整理したものです。
　交渉の中で労務統括官は、「再任用の課題について、皆さんから様々な意見をいただいた。私としても、定年退職を迎え再任用となった職員が、引き続きモチベーションを維持しながら、長年公務に精励する中で培ってきた知識や経験を発揮していただくとともに、その知識、経験を後進に伝えていくことが、継続的な県政運営を図っていくうえで必要であると考えている。平成26年4月からの雇用と年金の接続を踏まえた再任用の運用については、当分の間、現行の運用を基本とするが、今回は、あくまで当面の措置であることから、国の動向等にも注視しながら、今までと同様、諸課題の解決に向けて話し合っていきたい。」と述べました。
＜現行の再任用給料月額＞2013年4月1日現在
①フルタイム勤務

行政職給料表(1)5級／月額　294,300円（4級の場合は月額278,700円）

②短時間勤務（週29時間の場合）

行政職給料表(1)2級／月額　176,769円

※　所属長あてに、「再任用の選考について」の通知が出ますので、今年度定年退職をされる方は、内容を確認してください。

新再任用制度策定にあたっての課題提起
現行の再任用制度の賃金、一時金については、年金の一部支給を前提にその水準を決定してきた経緯を踏まえると、特に、3/4短時間再任用職員については、賃金水準の引上げが必要です。

また、晩婚化、少子化を踏まえて、扶養手当、住居手当等の諸手当は、現役と同様に支給すべきです。
再任用者の療養休暇は年間10日となっていますが、休暇制度についても改善が必要です。
短時間再任用についても、共済加入が可能となるよう制度整備を進めるべきです。
なお、喫緊の課題としては、現行制度下で行政職員だけ運用されていない「定年前退職者の再任用」の運用開始、加齢による体力の低下や希望者が多いことを踏まえ、希望者全員を短時間雇用できるような短時間再任用枠の確保があげられます。
さらに、雇用期間内あるいは更新時における異動のルール、フルタイム再任用から3/4再任用への移行についてもルールを確立すべきです。

早期退職制度
　当面は現行の勧奨制度を継続しますが、引き続き労使で協議することになりました。

10月1日、県労連は24,195筆に達した要求実現署名を、県人事委員会に手交しました。また、職場からの具体的な声を届けるため、各単組の組合員が代表して発言を行いました。

第1点目は、賃金についてです。

8月8日の人事院の報告によれば、月例給において今年の官民較差は76円、0.02%のプラス較差が出ています。今年は公表されていませんが、関東甲信越では民間が公務員賃金を上回っている状況が続いています。

こうしたことを踏まえれば、今年は全国較差もプラス較差であることから、神奈川においても、当然プラス較差が出ることを職員は期待しています。

持ち家にかかる住居手当廃止の経過措置として、本年4月から1,300円引き下げられています。この住居手当は、民間賃金と比較する公務員賃金に含まれるもので、1,300円の引き下げは、当然民間賃金との比較ベースを押し下げており、較差をプラスに上乗せする大きな要素です。

精確な公民較差を反映させた人事委員会勧告が出されることを要請します。
第2点目は、給与制度の総合的見直しについてです。

人事院は、給与構造改革の完了から2年を経たに過ぎない今、給与の特例減額支給措置終了後に、俸給表構造の在り方等の給与制度の総合的見直しに向けた準備に着手するとした報告を行いました。

新たな手法で較差を生み出し、賃金を引き下げようとする人事院の姿勢は、政府に追従しており、極めて問題があると言わざるを得ません。民間と公務、国と地方の違いを度外視する人事院とは一線を画すよう、人事委員会に要請します。

特に、公務の50歳台の多くの職員の給与は、給与構造改革における現給保障が行われているため上昇していません。コツコツと真面目に働いても賃金が上がっていかない、このことが職員の士気や、その結果としての県民サービスにどのような影響を与えるのか、よくよくお考えいただきたいと思いますし、国と県では様々な条件が異なっていることを踏まえ、県のおかれている状況や真面目に働いている職員の気持ちをくみとった賢明なご判断をお願いします。
　第3点目は、総労働時間短縮の問題です。

大幅な人員削減が続く中、依然として職員は恒常的な長時間・過重労働によって疲弊しきっています。業務量の削減が進んでいなかったり、必要な人員が配置されていないことから、忙しい職場ほど労働時間短縮が進んでいません。平日に残業しても仕事が終わらず、土日に出勤して業務をこなしていることもあります。その結果、メンタル不全が多発しており、時間外勤務の縮減は喫緊の課題です。

人事委員会はその職務を深く自覚し、是正勧告をはじめとした実効性のある具体的な超過勤務削減策を知事に対して提言を行うべきです。
第4点目は、臨時的任用職員、非常勤職員の雇用や賃金、労働条件の改善です。

大幅な人員削減の中で、多くの臨任・非常勤職員は、職場で重要な業務の担い手となっています。現在の職場では臨任・非常勤職員を抜きに業務は成り立ちません。一方でその賃金・労働条件は常勤職員と大きな格差があります。また、多くの臨任・非常勤職員は、毎年雇用不安を抱えながらも懸命に働いているといった実態があります。

非正規雇用問題が大きな社会問題となっている中で、国とは実態が異なるところもありますが、神奈川県人事委員会においても、公務における非正規労働者の安定雇用と労働条件改善に向けてその役割を果たされるよう強く要請いたします。公務が率先して「均等待遇の原則」を確立し、実践すべきです。

最後に、今年の県人事委員会勧告において、職員が希望を持って働けるような勧告がなされることを強く要望して発言を終わります。

〇もうすぐ50歳になるが、中学生の子どもがいる。7月から7.77％の賃金削減を受け、明細を見てびっくりした。毎日お弁当を作って職場に持っていくなど、節約をしている。相当大きな減額であることをあらためて実感している。

〇今回の賃金カットはとても大きい。退職後の人生設計を考えていかなければならない時期だが、年金だけでは食べていけない。貯蓄できるのはこれからだが、賃金カットがされている状況では、とても貯められる状況にない。

〇3人の子どもを抱えている。10年ほど前に、ローンで住宅を購入した。賃金はまったく上がっていかないし、持ち家手当も引き下げられた。国並みの賃金カットは非常に苦しい。長男が来年高校に進学するが、教育費をどう工面すればよいか悩んでいるし、生活できるか不安。
〇世代間の給与配分の見直しについて、人事院の報告がされている。50歳台後半層の水準の在り方を中心に、給与カーブの見直しに向けた必要な措置について検討とされている。職員のモチベーションの維持をどうするのか、また退職金の見直しもされたばかりだ。50歳台後半層に大きな負担がのしかかっている。
〇職員数が削減され、仕事は忙しくなっているが、時間外手当も削減され、不払い残業の実態がある。今、社会では、ブラック企業が大きな問題となっているが、県がそうあってはならない。働きがいをもって仕事に向かい合うことができる必要な措置を要請する。


〇日時：10月20日（日）12時30分から

〇会場：東京ビックサイト
１Ｆ・レセプションホールＢ
※　参加ご希望の方は、組合事務所まで







































臨時・非常勤等職員の


雇用上限突破！


全国集会均等待遇と雇用安定を求める決起集会





～他の単組発言～








自治労県職労発言内容








10/1  県労連人事委員会署名


提出・支部代交渉


24,195筆の署名と組合員の切実な声あがる





妥結内容：再任用制度


〇　平成26年4月1日以降、再任用職員となる者に適用する給料表上の標準的な級の格付けについては、当分の間、現行の再任用に関する運用を基本とする。


　　なお、行政職給料表(1)4級に相当する職以下で退職した者をフルタイム職で再任用する場合には、退職時の職務の級に格付けるものとする。











































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































